
ひなたぼっこ からの お便り 2026年2月号

昨年末、唐津東ロータリークラブ様の寄付金による唐津市障がい児支援施設応援補助金事業

に申請し、色々な器具や玩具を購入させていただきました。年が明け、児童発達支援では、購

入させていただいたカルタやトンネルを使って活動し、子どもさん達も喜び、楽しく活動に参

加しています。今後も有効に活用させていただきたいと思います。
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☆祝日振替で3月16日（月）は開所します。ご希望の方はご連絡ください。
尚、金曜日ご利用の子どもさんを優先させていただきます。ご了承ください。

★今月も子どもさんのご利用時の状況等についてお話させていただきたいと思います。
来所可能な日程をLINEやお電話、連絡帳にてお知らせください。

本年度もアンケートにご協力いただき、
ありがとうございました！結果を配布しま
すので、お時間のある時にご一読いただき
たいと思います。いただいた結果をしっか
りと受け止め、今後の支援内容を検討する
際の参考にさせていただきます。引き続き
よろしくお願いいたします。

1月後半から2月の初めは協調動作を多く取り入れ、サーキットや陣取り玉入れでたくさん体を
動かしました。サーキットでは手押し車を初めて経験した子どもさんも多く、息が上がりながら
も一生懸命に取り組んでいました。陣取り玉入れでは、ルールの理解を始め勝負も加わり、勝つ
ために工夫したり、負けて悔しい気持ちを味わったりと、とてもよい経験となりました。2月後
半はお雛様製作を行い、ハサミ、糊付け、折紙、顔描き、飾りつけ等に取り組み、前回の製作か
らの操作性の向上や理解を見守り、定着へ向け取り組みました。折紙は初めての取り組みで、苦
手意識のある子どもさんも多くいましたが、相手を見て話を聞くことが定着したことで分からな
い不安が減り、とても集中して完成させることができていました。

児童発達支援

放課後等デイサービス

学校でも今年度のカウントダウンに入っている様子で、子どもたちからも「あと〇日で〇年生
終わりだよ！」等の声がよく聞かれています。ひなたぼっこでの過ごし方では、ほぼ全ての子ど
もさんが自分でスケジュールを見てするべきことを行い、遊びに入る流れが定着しています。ま
た、お友達とのやり取りも増え、ルールを守って遊んだり、折り合いの付け方も学びながら過ご
すことができており、確かなソーシャルスキルの成長が感じられています。引き続き、三学期の
残りの期間を安心して過ごし、楽しみな春休みに入れるよう見守っていきたいと思います。


	スライド 1

